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発表演題名 管理型最終処分場における半金属の溶出特性 

学会名 第 28 回廃棄物資源循環学会研究発表会 
発表者名 田中宏和 （環境部） 

開催場所 東京工業大学 大岡山キャンパス（東京都目黒区） 

開催日時 平成２９年９月６日（水） 

発表内容 管理型最終処分場の浸出水中に含まれる半金属濃度の経年変化を評価

し、溶出特性とメカニズムを考察した。評価対象は B、Asおよび Sbとした。

これらの元素は経時的に連続した濃度変化を示した。埋立終了後の埋立廃

棄物層内は嫌気状態になるため、多くの金属類が難溶性の硫化物を形成す

るといわれているが、Bは指数関数的な濃度減少を示し、Asと Sbは埋立開

始から約 20 年後までは濃度減少し、それ以降は濃度増加した。連続的な溶

出挙動を示した原因として、これらの元素は重金属に比べて嫌気状態で硫

化物を形成しにくく、水溶性の化合物形態となって溶出していることが推

察された。Asと Sb は同属元素であるため溶出特性が類似しており、20年

後以降にみられた濃度増加の要因として、硫化物が酸化して溶出しやすく

なる可能性が考えられた。 

 


